
こ
と
し
の
年

賀

状

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
年
賀
は
が

き
の

円
か
ら

円
の
値
上
が
り
で

63

85

あ
る
と
い
う
。
現
在
は
諸
物
価
が
高

騰
し
て
お
り
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
泣
く
泣
く
切
り
す
て
た
の
が

年
賀
状
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

特
に
若
い
世
代
は
、
日
常
生
活
は
勿
論
、

仕
事
の
お
い
て
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ

等
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
習
慣

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
年
賀
状
の
必
要

性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
一

般
企
業
に
お
い
て
も
経
済
的
厳
し
さ
が

増
す
中
で
、
経
費
節
約
と
虚
礼
廃
止
が

進
行
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
年
賀
状
の

減
少
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
年
賀
状
仕
舞
い
も
加
速

し
て
い
る
。
印
刷
屋
さ
ん
に
年
賀
状

の
印
刷
を
依
頼
す
る
場
合
、
店
舗
へ

出
向
い
て
デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
決
め
ね
ば
な

ら
な
い
。
時
間
と
手
間
が
か
か
る
だ

け
で
な
く
印
刷
費
用
も
か
か
る
。
自

宅
で
作
成
す
る
場
合
も
、
年
賀
は
が

き
は
勿
論
、
プ
リ
ン
タ
ー
の
イ
ン
ク

や
そ
の
年
の
干
支
の
ソ
フ
ト
も
買
わ
ね

ば
な
ら
ず
、
そ
れ
な
り
に
手
間
暇
も
費

用
も
か
か
る
。
こ
の
よ
う
に
お
金
や
手

間
を
か
け
て
ま
で
年
賀
状
を
出
さ
ね
ば

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
、
そ

こ
ま
で
す
る
必
要
は
あ
ま
り
な
い
の

皆
さ
ん
元
気
に
プ
レ
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

★
第

回
末
崎
町
民

16

ひ
な
ま
つ
り

主

催

末
崎
地
区
公
民
館

協

力

末
崎
町
婦
人
会

食
生
活
改
善
推
進
連
絡

協
議
会

茶
道
教
室
『
滝
田
』

期

日

令
和

年

月

日
（
土
）

7

2

22

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

時

間

午
前

時
～

時

9

12

内

容

☆
お
ひ
な
さ
ま
鑑
賞

時
～

時

9

12

☆
呈
茶時

分
～

時

9

30

11

☆
お
や
つ

子
供
に
限
ら
ず
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

＊
お
ひ
な
さ
ま
は
、

月

日
（
火
）

3

4

ま
で
飾
っ
て
お
り
ま
す
。

気
楽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

但
し
、
日
曜
日
と
祝
日
は
休
館
と
な

り
ま
す
。

※
館
報
の
連
載
に
つ
い
て

郷
土
史
研
究
家
新
沼
紀
三
氏
に
は
、

平
成

年

月
か
ら
令
和

年

月
ま

29

8

6

12

で

年

ヶ
月
（

回
）
と
い
う
長
き

7

5

89

に
わ
た
り
町
内
の
石
碑
や
石
仏
、
祠
等

の
歴
史
的
遺
産
か
ら
虎
舞
・
権
現
様
ま

で
、
詳
し
く
、
解
説
（
執
筆
）
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和

年

月
か
ら
は
東
海
新
報
記

7

1

者
・
整
理
部
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
梅

澤
直
氏
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
散
歩
」
を

連
載
い
た
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
サ
ン
マ
の
漁
獲
高
は

前
年
比
を
か
な
り
上
回
っ
た
も
の

の
サ
ケ
に
お
い
て
は
大
変
な
不
漁

で
あ
っ
た
。
ア
ワ
ビ
、
ウ
ニ
も
漁

獲
量
減
で
、
漁
家
に
と
っ
て
は
厳

し
い

年
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
物

1

価
の
高
騰
に
比
し
て
給
与
（
所
得
）

が
上
が
ら
ず
家
計
は
火
の
車
で
あ

っ
た
。
今
年
は
、
多
く
は
望
ま
な

い
が
少
し
は
良
い
年
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

日
本
の
伝
統
的
な
文
化
と
し
て

根
付
い
て
き
た
年
賀
状
。
そ
の
配

達
数
が
激
減
し
て
い
る
。

日
本
郵
便
に
よ
る
と
、
２
０
２
５

年
１
月
１
日
に
配
達
し
た
郵
便
物

数
（
速
報
値
）
は
４
億
９
千
１
０

０
万
通
（
一
人
当
た
り
約
４
通
）
。

昨
年
の
７
億
４
千
３
０
０
万
通
と

比
べ
て
３
４
％
の
減
だ
と
い
う
。

過
去
５
年
間
を
み
て
も
、
最
大
の

減
少
率
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
２

０
年
前
の
２
０
０
５
年
は
２
２
億
３

０
０
０
万
枚
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ま
さ
に
激
減
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

理
由
と
し
て
、
挙
げ
ら
れ
る
の

が

や
メ
ー
ル
な
ど
の
普
及

S
N
S

 

何から始めたらいいか戸惑っている。切り口（文章
の）が見つからない。前任者が素晴らしい郷土史を書
き残したから、さっぱりペンが進まない。とにかく書
くしかない。軽いタッチでテンポよく…。

◇

船河原は戸数 43。大船渡町に接し、南東方遠くに
市民を守る大船渡湾口防波堤がどっしり構える。海が
キラキラ光る。

早速、地域館長の松岡弘志（こうし）さん（63）を
訪ねることにした。
松岡さんは気仙広域清掃社の社長さんでもある。公

民館活動は？ 船河原はどんな所ですかね。「困った
な…。紹介できるものってないね。あ、思い出しまし
た。３年前のことですが、山奥に地域民を守る『雷神
様』（1884 年、天保 15 年再建とあるが創建年記録なし）があり
まして、覆い堂が腐りかけて危ない状態となり、本体
を公民館敷地に安置しました」。山奥に鎮座してあっ
たため、お参りする地域民も少なかったという。
地域で困っている事は？ 避難道路を拡張してほし

い。車が通らない。消防団員ゼロ。松岡館長は何とか
してほしいと頭をかかえる。
丸森からドボトボと県道を歩いていたら、村上園芸

が目に入った。寄ってみることにする。花苗づくりに
取り組む村上ヨシ子さん（83）に話しかけると「一人
ではとっても手が回らず、今年はハウス５棟うち、１
棟（広さ約 1000 平方㍍）だけで苗を育てることにし
た」という。「年も年だからねぇ」と笑った。花と向
き合っていると気持ちが癒されるとも。今年の主な花
苗の生産目標は、マリーゴールド、ベゴニア各 3000
株。「苗づくりは、３月中旬から始めたい」と、春が
待ち遠しい様子。

次は「峰岸」（U)

船河原

で
は
、
と
考
え
る
人
た
ち
が
増
え
て

き
た
こ
と
も
、
年
賀
状
を
出
す
人
が

減
少
し
た
要
因
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
も
忙
し
い
年
の
瀬
を
、
少

し
余
裕
を
も
っ
て
過
ご
し
た
い
と
い

う
願
望
か
ら
も
来
る
よ
う
に
も
思
え

る
。年

賀

状

に

は

、

遠

く

離

れ

て

い

る
親

戚
や
友
人
・

知
人
の
安
否
確

認
の
意
味
も

あ
る
。
は
が

き
だ
か

ら
こ

そ
書
き
添
え

る
手
書
き
の
言

葉
、
個
性
あ

る
文
字
か
ら

深
い
思

い
が

伝
わ
る
。
ぬ

く
も
り
を
感
じ

る
。合

理

的
な
も
の
の

考
え
方
で
は

人
の
心
を
打
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

人
間

関
係
が
希
薄

に
な
っ
て
き
て

い
る
か
ら
こ

そ
、
こ
の
機

に
年
賀

状
の

持
つ
効
用
を

考
え
て
み
て
は

如
何
だ
ろ
う

か
。
な
ん
と

か
絶
や

さ
ぬ

よ
う
に
し
た

い
も
の
だ
が
。

こ
れ
は
高
齢

者
だ
け
の
願

い
か
。

★
末
崎
地
区
公
民
館
杯

ボ
ッ
チ
ャ
大
会

主

催

大
船
渡
市
立
中
央
公
民
館

末
崎
地
区
公
民
館

日

時

令
和

年

月

日
（
金
）

7

2

7

時

分
～

時

9

30

12

会

場

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

体
育
室

大
会
規
則

チ
ー
ム
対
抗
と
す
る

(1)
総
対
戦
の
リ
ー
グ
戦
と
す
る

(2)

人
対

人
で
対
戦
し
、

(3)
3

3

持
ち
玉
は

人

球
と
す
る

1

2

表

彰

位
ま
で
表
彰

3

参
加
料

無
料

参
加
資
格

末
崎
町
民

（
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

参
加
申
込
み試

合
当
日
大
会
受
付

に
て
申
込
み
願
い
ま
す
。

事
前
申
込
み
は
、
ふ
る

さ
と
セ
ン
タ
ー
ま
で

（

ー

）

29

2
9
5
5

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
参
加
賞

★
末
崎
中
学
校
「
思
い
出
を
語
る
会

」

へ
の
参
加
申
込
に
つ
い
て

末
崎
中
学
校
の
閉
校
式
後
、
同
窓

会
主
催
の
「
思
い
出
を
語
る
会
」
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

記

１
日
時

令
和

年

月

日
（
日
）

7

3

23

午
後

時
か
ら

5

２

会

場

大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

３
会
費

円

5
,
0
0
0

４
参
加
予
定
者

市
及
び
市
教
委

関

係

者

、

管

内

在

住

の

元

校

長

、

末

崎

中

学

校

教

職

員

お
よ
び

役
員

、

歴
代

P
T
A

P
T

会
長
、
議
員
、
地
区
公
民
館
、

A地
域
公
民
館
長
、
各
種
団
体
の
代

表
者
、
同
窓
会
役
員
、
一
般
参
加

者
等
。

５
一
般
参
加
者
の
参
加
申
込
に
つ
い
て

参
加
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

左
記
の
と
お
り
、
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

（
１
）
申
込
先
：
末
崎
地
区
公
民
館

電
話

-29

2
9
5
5

申
込
に
当
た
っ
て
は
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
同
窓
生
で
あ
れ
ば
何
回
生
か
、

お
伝
え
く
だ
さ
い
。
（
連
絡
の
た
め
必
要
）

（
２
）
申
込
期
限

月

日
（
月
）

2

10

（

）
募
集
人
数

名
程
度

3

20

★
末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会
主
催

ふ
れ
あ
い
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
結
果

月

日
（
金
）
ふ
る
さ
と
セ
ン

12

20

タ
ー
体
育
室
で
男
女

名
の
参
加
に

24

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

田
畑
基
雄

村
上
義
孝

田
畑
タ
カ

準
優
勝

滝
田
貢

梅
澤
孝
一

羽
根
川
信
子

第
三
位

高
橋
弘

菊
池
喜
久
夫

山
田
勝
代

大
会
当
日
は
、
肌
寒
い
一
日
で
し
た
が
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